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1
子ども・子育て支
援新制度について

町　　長
６　番

平田 康範

2
自然環境の保全、
整備について

町　　長
５　番

橋本 義雄

①
あ

各指標から水需要の現状は。（過去５
年間と比較）

②
あ

佐々川の各種水利権の状況と期限、新
たな流水占用許可の可能性

③
あ

今後の施設の老朽化等への対応として
の更新計画と財政収支の見込み

④
財政収支見込みからの上水道料金の値
上げの必要性

⑤
総合計画で掲げている、雨水や再生水
などの利活用の方策

今後の企業誘致

町営住宅の補修

　　　町 政 一 般 質 問 通 告 一 覧 表
平成２６年３月定例会　

平成２６年　３月　４日

番
号

質 問 の 要 旨 質 問 の 相 手

　近年、少子化、核家族化などの背景に、
家庭や地域社会の教育力の低下が懸念され
ている。
　健全な子どもたちを育むためには、学校
のみならず、家庭教育の知識・子どもの心
の理解、親の役割など、学校・家庭・行政
が一体となった取り組みが重要と思われ
る。
　平成２７年４月からスタートする「子ど
も・子育て支援新制度」について、今後、
どのように取り組みされるのか。

　７月行った一般質問の中で河津桜の並木
のことを触れましたが佐々町の提案公募型
補助金による支援事業で行った桜並木植
栽・管理事業について、将来、町としてど
のように考えておられるのか。
　アリアケジャパン裏の散歩道について
は、検討されたか。
　また１２月の一般質問でお願いした堤防
敷道路の舗装・草刈りについての県との協
議はなされたのか。協議されていればお示
し頂きたい。

3
水道事業の経営に
ついて

　水道法の目的として、計画的な整備をし
正常にして低廉な水の供給を図る。とされ
ているが、施設の老朽化等懸念される。下
記のことについて伺いたい。

（水道事業管理者）

町　　長

７　番

須藤 敏規

4

町有地を活用して、佐々町に宿泊施設、会
議室、宴会等が出来る企業誘致をしてはど
うか。

町　　長
８　番

淡田 邦夫町営住宅の外装は、定期的に補助金を活用
し補修を行っているが、長年、居住してい
る部屋の内部補修も実施してはどうか。
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原発事故対応と原
発再稼働について

税や保険料等の負
担軽減について

遊休町有地の活用
について

児童生徒の通学路
の安全対策につい
て

文化財の保存対策
について

　児童生徒の下校時の安全対策の面から、
明るさ確保の該当箇所を調査して、道路灯
の設置ができないものか。

　長年の歴史の中で培われ、後世に引継い
でいかなければならないと思われる貴重な
建造物・史跡等があるが、これらをどう保
存していくのか。

5

　避難計画の検討、安定ヨウ素剤の配布の
ことはどうなっているのか。
　これらは、住民のためには最低限のこと
で、町長が町民の安全、安心のためになし
うることは、再稼働中止を国に求めること
ではないか。

町　　長
９　番

仲村 吉博　消費税増税が多くの反対の声がありなが
ら実施されようとしている。町民のくらし
と営業に大きな影響を与えることになる。
そうした影響を少しでも減らすため、条例
を活かした税金や各種保険料の軽減をはか
る考えはないか。

6

　東町と芳ノ浦の町営住宅跡地は分譲され
立派な住宅地となったが、残っている芳ノ
浦公民館跡地と東町の老人住宅跡地は、ど
のような活用策を考えているか。

町　　長

教 育 長

４　番

永安 文男


